
千葉市少年自然の家プログラム 自然観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ナイトハイク夜のｺﾐｭﾆﾃｨｰ 

プログラムの概要・ねらい 
暗闇の中で人数を変えながら歩き、人の温かさ、

つながりを感じる。 

自然の色、音、におい、暖かさ、光を感じて、仲

間とその感覚を分かち合う。生きもの達の世界を体

験する。目で見えるものが少なくなる分、普段使う

ことが少ない他の感覚を使う。 

 

場所 
静かな森（野外活動

ゾーン、権現森など） 

 

時間 1 時間～2 時間 

値段 無料 

季節 
年間（あまり寒くな

い季節が望ましい） 

人数 
何人でも（4 ～8 人で

1 グループ） 

準備物 

【利 用 者】季節に合わせた服装、懐中電灯 
      救急用品 
 
【自然の家】特になし 

 
 

歩くコースについて指導者は、事前に十分な下見、調査をする必要がある。 

代表者ミーティングで事前に同時実施団体・学校とコースの確認を行う。 

 ①準備  
 

 

【時間】  

0:00 コースを説明し、ポイントを何カ所か決める。 

最初のポイントまでは、1名で歩く。 

 

0:20 次のポイントまでは、2名（1グループの1／4）で歩く。 

 

0:40 次のポイントまでは、4名（1グループの半分）で歩く。 

 

1:00 最後までは、8名（1グループ）で歩く。 

 

1:20 歩く人数が変わることで、感じたことを発表し合う。 

 

1:40 終了 
 
 

 ・このプログラムは、人がいてくれることのありがたさに気付くことを目的としている。人数が増えると

安心感が増し、恐怖心が薄れることに子どもたちが気付くよう、振り返り（感想を聞く等）を行うとよ

い。 

・肝試しではないので、脅かしたりしない。また、騒々しい雰囲気にならないよう指導する。 

（「夜＝怖い」といった間違った価値観を植え付けないようにする） 

※注意が必要な動植物があるので確認し、スズメバチや毒ヘビ等に遭遇した場合の注意を徹底する。 

（別紙 注意が必要な動植物参照） 

・実施する時期によって虫除け、防寒を行う。 

・懐中電灯は持たせても持たせなくても構わない。 

・武峯神社をコースとし、行きと帰りで人数を変え、その違いを感じるといったプログラム展開も可能で

ある。 

※施設外で活動する場合、近隣に民家があるので、大声で騒がない。 

※施設外に出る場合は、門を開けたら必ず閉める。 

 

 

 ②実施の流れ  
 

 

 

特になし 

 ③後片付け  
 

2025/03/01 改訂 

学校・団体 

 



所内 ナイトハイク・ ナイトハント用 コース例 

 

 

  

＜ナイトハイク・ナイトハント実施場所の検討にあたって＞ 
 

ナイトハイク・ナイトハントは所内どこでも実施可能です。他団体の利用状況を確認の上、

ご計画ください。 
 

 ※上記マップはコースの一例です。参考までにお使いください。  
 

        田んぼコース          外周路コース          遊歩道コース 
 

 ※コースをカットしたり、つないだりして、独自コースを設定することも可能です。 
 

 ※実施にあたっては必ず引率者が下見を実施ください。 

   （不安な場合は、明るい時間に児童に実踏させてもよい。） 
 

 ※所外での実施は、交通事情及びイノシシの出没状況から慎重に検討ください。 

スミレ門 

ひまわり門 

2025/03/01改訂 

階段 

夜間通行 

禁止 

門の鍵を 

サービスセンター受付

で借用ください。 


